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〔(社) 日 本家政 学 会

生 の魚 料 理 摂取 状況 と魚 調 理 教育 につ い て(  第2 報 ） 一魚 調 理能 力と

調 理 教育 一 広鳥 大学 学 校教 育　 ○ 中間 美 砂子　 山口 女 子 大家 政

テ ル 子　 塩 川美 絵　 宇≫ 短 期 大学 食 物栄 養　 畏 尾 康子

第１ 報 に同 じ

魚 調 理能力　　 魚調 理を する こと が ない も の55. 5％ 、 魚 の下 処理 がで き ない

鮮 度 が みわ けら れ るも の はど う にか も含 め76,  7％　。 で き る料 理は 、 焼魚80.3

焼 き60,  7≫　、揚 げ物5 5 . 8 ≪　。

魚調 理能 力（ レ パ ート リ ー） へ の影 響要 因　　　　魚 料 理 摂取 状況（ 頻度 ）、 魚 料 理

下処 理、 鮮 度判 別 ）、 家庭 科 実習 の 好 き嫌い 、 知 識（ 魚名 、 栄 養、 調理 ）、 家 庭 科

度（ 調理 法 、魚 種 ）、 食生 活管 理状 況( 食 事習 慣 、 料理工 夫 ）、 居 住形 熊 、

魚名 識 別能 力　　 識 別率 の 高い魚 は 、い か 、 たこ、 え び、 た い、 さ ん ま、 識別 率 の

い 魚 は、 いと よ り。 か ま す。あ まだい 、し たび ら め、さ より 。

４　 魚名 識別 能力 への 影響 要因　　 魚 料 理 摂取 状況(  頻 度)  、 魚 料 理の 好き 嫌 い、魚 調

頻度 、魚 調理 能 力（ レ バ ート>) ー 、 下 処 理、 鮮 度 判別 ）、 魚知 識（ 栄養 、 調理 ）、 家 庭

実習 状況（ 調理 法 種類 、 使用魚 種数 ）、 食生 活 管理 状 況（ 食生 活 バ ラ ンス、 料 理興 味 、

理能 力 ）、 居住 形熊 、 家 族形 態

５　 魚 調理 教育　　 高 校時 代 に覚 え た もの43.  5％　、 母 親 の指 導に よ る もの68.8 ％　。 学 校

で、 魚料 理の実習 をし たこ とがti い もの19. 3≪ 。 実習 で用 い た魚 は、 あじ、 さば, か れい、

さ け、 え びが多 い 。 実習 し た魚 料 理は 、油 焼 き68. 3≪　、 煮魚30.  6％　、 揚げ 物2i.6 ％ 。 切り

身 をそ の まま 使っ た もの48.6*

2％　、 高 校で36.  1％　。
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魚 料 理 教 育 の 鳩 へ の 希 望 は ． 家 庭 で79.  ox, 中 学 校 で44

家庭科 食物 領域におけ る意識 教育につ いて

一中学生 の意織 調査を通し て 一

兵 庫教育大　 ○佐々木 貴子　 岸田mm　 織部 ミチ子

目的　 肉 体的 及び精 神的に成 長発達 過程にあ る中学生 に、 食本来 の意義や目 的を理 解さ

せ、 食を通し て心や精 神面を育 てる意 識教育が生 涯教育 の一助とし て必要で あると考え 、

中学生 は食 に対 してど のよう な意織を 持ってい るか、とい う現状を把 握する ために調 査を

行 った。そ れを もとに 家庭科教 育の食物 領域へ の導 入の意義を 考察す る。

方 法　 特定 地域にあ るＴ 中学 校の１～ ３年生男子353 名、女 子345 名、 計698 名を対 象とし、

平成元年９月 ～9 年３ 月に食 事を する目的 、食 事中 の気分、 家族と共 に食事を することに

対する考え 等の内容に ついて、 集団調 査法、 記名式 で実施し た。 有効回 収率は99, 6% 、集

計は本学コ ンピュ ータ ーS  A   S を 使用、結果 はX    '　検定により 有意差の 検定を行な った。

瞭果　 食本来の目的 である生 命維持や 健康を考え てい る者 は約10 ％ に過ぎず、 生理的欲

求 である 食欲を 満た すための者 が65  ％、目的を 持 たない者や人 に言わ れるから食 事を する

者も13 ％あ った。　また、 食事を すると満足感を 味 わう 者は60  % に対レ、「 何 も感じ ない」

という精神的満足感を味わえない者も見られた。 家族と共 に食事をすることについて、82.

％の考 は Ｆ一緒 にす べきだ。で きるだけ 一緒にし たほうがよい。 」の積極的 な意見を 持っ

ていた が、「 一 緒にする必要 はない。- 緒に 食事をし たくない。勝 手にした方が よい。」

の否定 的な意見を 持つ者 も見ら れた。全体的 に「 食」に対 する意識は、 低いことが 伺われ

た。以 上の結果より 、中学生に「 食」に対す る意識教育を することは、 意義深いことで あ

ること が示唆さ れた。


